
団体名（正式名称）

団体の
活動理念

環境エネルギー政策研究所は、持続可能で自立した地域と日本の自然エネル
ギー100％の実現に向け、政策提言と地域エネルギー事業の実践、人材育成を
2000年から続けてきた独立・非営利の組織です。自然エネルギーに関わる政策・
技術・コミュニティ・金融を結びつけ、1mmでも現実を動かすための取り組みを行
なっています。これからも私たちは、未来をみんなで選び取る「エネルギーデモク
ラシー」をコンセプトに、人と人、エネルギーと地域課題、地域と世界をつないでい
きます。

そしていま、電気・熱・交通の統合やデジタル化によって、エネルギーの新しい世
界が見え始めています。私たちは自らの役割を再定義して、国内外の先駆的知見
を組み合わせたソーシャルモデルとその価値を提案し、現実的な問題解決と大き
な転換構想の双方を通して地域と日本のエネルギー転換に貢献し続けます。

団体の
活動内容

・国および自治体への環境エネルギー政策の提言・アドバイス
・地域エネルギー事業の実践と合意形成の促進
・自然エネルギー白書や自然エネルギー世界白書の作成・翻訳・出版
・Energy Democracy（論考発信メディア）やISEP Energy Chart（エネルギーデータ
の見える化）の運営
・上記に関わる調査研究
・国内外のネットワーキング
・国際会議やシンポジウムによる普及啓発および地域エネルギー事業と連携した
人材育成

活動中の
感染防止策

・スタッフは基本的にリモートワークで週１、２回の事務所出勤
・事務所内ではアルコール消毒、マスク着用、席を離しての作業
・本人および家族の発熱時は静養
・イベントも感染拡大状況を見てオンラインとオフライン、ハイブリッドを併用

代表メールアドレス yamashita_noriaki@isep.or.jp

交通アクセス JR中央線・総武線　四ツ谷駅、丸ノ内線・南北線　四ツ谷駅

職員数 常勤職員7名　その他4名

電話番号 03-3355-2200

FAX番号 03-3355-2205

HPアドレス http://www.isep.or.jp

住所 山下　紀明

特定非営利活動法人　環境エネルギー政策研究所

代表者名 所長　飯田　哲也

担当者名 山下　紀明



活動のテレワーク比率 ～20% 21～49% 50～79% 80%～

活動時間
9:30～17:30（基本的に月曜日～金曜日のうち週１～２回）、
イベントの際は土日の可能性あり

インターン活動で
得られるもの

・日本各地でエネルギーで地域を豊かにしようとする取り組みを後押しし、地域の
持続可能性を高めること。
・日本のエネルギー政策を変えるための政策提言を行うこと。
・国内外の情報や人材をつなぐネットワークを拡充すること。

インターン生への
希望・期待

当研究所では、単に政策事例の収集を行うのではなく、環境エネルギー政策に関
わる様々な人や物事を結びつけ、新たな仕組みを作り出し、実現化を行っていま
す。そうした政策提案の実務に参加していただくことで、今後も環境エネルギーの
分野で挑戦する人材となっていただきたいと思います。また、新たな視点からの意
見により組織が活性化されることも期待しています。
プログラム終了後には、ISEPのリサーチアシスタントへの応募資格が得られます。

活動期間 2023年6月～2024年1月まで8か月間

インターン生の
活動内容（詳細）

【オフィス・フィールドでの対面活動の内容】
・地域エネルギー事業支援補助
・ISEP Energy Chartウェブサイト運営補助
・地域エネルギー事業でのフィールドトリップや参加
・自然エネルギーと社会的合意研究補助
・オンラインイベント運営補助

【テレワークでの活動内容】
同上（出社でも在宅でも基本的に同じ業務内容となります。）
※毎朝Zoomでのオンラインミーティングを開催していますので、活動を行う日には
参加していただき、作業内容や進捗状況を確認します。

特定非営利活動法人　環境エネルギー政策研究所

プログラム名 「　環境エネルギー政策・事業に関する実践的調査研究　」

インターン生の
活動内容（概要）

自然エネルギーを中心とした持続可能なエネルギー社会作りのための実践的な
調査研究を国内外のインターン生と共に行います。

・地域主導型の再生可能エネルギー事業のための政策作り、仕組みづくりに参加
し、地域自然エネルギー事業と政策の実践について学ぶ。
・データの見える化ウェブサイトや東アジアのエネルギー転換ウェブサイトのため
のデータの収集、記事執筆を行い、客観的な事実に基づく情報の整理を行う。
・各種研究会運営に参加し、現場の問題への幅広い視点からの解決策の議論を
学ぶ
・オンラインイベントの運営を行い、、世界と日本の自然エネルギーの現状を学
ぶ。


